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食育センター探検ツアーを開催しました！

【津山市教育委員会】
　　〒708-8501　津山市山北520
         電    話：0868-32-2112（教育総務課）
         Ｅメール：kyouiku@city.tsuyama.lg.jp

　7月29日(月)に戸島学校食育センターで「食育センター探検ツアー」
を開催しました。
　今回、定員を上回る82組199名の応募があり、その中から34組82名
が参加しました。参加者は５グループに分かれ、調理場内で、野菜の洗
浄作業や配送トラックへの積み込みを見学するなど、普段は見ることが
できない食育センターの裏側を探検しました。
　また、食育展示・啓発コーナーを設け、豆はこびゲームや野菜スタン
プアートなどを体験しました。
　実施後の参加者アンケートでは「安全に気を配り、給食を作っている
ことがよく分かった。また親子で参加したい。（保護者）」「大きな釜
で100０人分も作れることにびっくりした。これからも給食を残さず食
べたい。（児童）」などの感想をいただきました。

野菜スタンプアート

津山市食育推進キャラクター　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　「しょくたん」　　　　「げんぽくん」

令和６年度　つやま子ども野外塾サマーキャンプ開催！！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８月１７日・１８日（土・日）につやま子ども野外塾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　サマーキャンプを、加茂町黒木キャンプ場でおこない、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　市内から１６人の小学生が参加しました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつも会う同じ小学校の友達とは違うので、最初は少

　　　　　　　　　　　　　　　　　　し緊張していたようですが、バスで移動中のクイズなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　でみんなの緊張もほぐれていきました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キャンプでは、指導者やボランティアの中学生の関わ

　りのもと、新しく友達になった子どもたちで、仲良くテント泊はもちろんのこと、流しそうめ

　ん、魚のつかみ取り、バーベキュー、キャンプファイヤー、木工体験と積極的にいろいろな活

　動をおこないました。

　　自然の中で初めてのこともたくさんありましたが、自分で考え、

　力を合わせてやり遂げた達成感や充実感は、子どもたちにとって、

　とても良い経験になったと思います。帰りのバスでは子どもたち

　から「楽しかった」「また来たい」と声がありました。
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【釜混ぜ体験の様子】
児童の背丈ほどあるお玉やへらで釜に張った水をかき混ぜています。



熱中症対策用品を全校へ配付 レッツチャレンジクッキング！

岡山県学校保健会津山支部研修会

　毎年、市内の小学5年生から中学3年生を対象に
実施している「レッツチャレンジクッキング！」
第17回のテーマは......
「みんなで野菜を食べよう大作戦！～苦手な野菜
にちょうせんしよう♪～」です！
　「苦手な野菜でもこの味付けや食べ方なら食べ
られる」「こんな料理だともっと野菜をおいしく
食べられる」といった家庭の定番レシピやオリジ
ナルのアイデアレシピなど、子ども達ならではの
発想力に富んだ作品が集まっています！
　今年も下記の日程で全作品展示します！力作揃
いですので、ぜひ足を運んでみて下さい！

◆場所◆
津山市地域交流センター
（アルネ・津山4階）
◆日時・場所◆
令和6年10月19日(土）
　　　　　　 20日(日)
午前10時～午後7時

津山市食育推進キャラクター　　　　　　　　　　　　　
　　「しょくたん」
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Ｒ５年度展示の様子

STOP 熱中症!
　教育委員会は熱中症対策として、全校へ経口
補水液と瞬間冷却パックを配布しました。

◯配布数（１学校当り）
　　経口補水液　　　　１ケース
　　瞬間冷却パック　　24～60個

　今年の暑さは記録的な高温となった昨年以上
で歴史的な猛暑日となっており、９月以降も長く
残暑が続く見込みで、２学期には、体育の授業を
はじめ運動会など各種行事の屋外活動もあるこ
とから、この度、教育委員会から各学校へ熱中
症への注意喚起の文書を発出するとともに、熱
中症対策用品を配布することとしました。

 7月4日(木)、岡山県学校保健会津山支部研修会を開催し、
学校医や小中学校養護教諭等48名が参加しました。
　講師には津山圏域消防組合中央消防署の救急救命士の方
をお招きし、「教育現場における緊急時の対応について」と題
してご講演いただきました。
　熱中症や誤嚥（ごえん）など、学校現場で起こりうる緊急の
場面とその対応についてお話しいただき、子どもの命を守る
ために取るべき行動を学びました。また、ドクターカーの活用
や、スマートフォンを利用したLive119など、救急に関する最新
の取組についても教えていただきました。

 スマートフォンを利用して火災や救急など
の現場映像をリアルタイムに消防へ送信する
ことができるシステムです。
 市民が救急通報を行う際、このシステムを
介して現場の映像や音声を指令員に直接伝え
ることができます。これにより、指令員は具
体的な状況を把握し、最適な指示を送ること
が可能となります。例えば、重篤な患者の症
状や、大きな交通事故の現場など、文字や音
声だけでは伝えきれない情報を効果的に伝え
られます。 総務省消防庁「救急車利用リーフレット 子供版」

経口補水液 オーエスワン ５００ｍｌ


